第6回 南山大学法学部・法科大学院―韓南大学校法科大学 学術交流会 by 岡田 泉
南山法学33巻2号 (2009年)
資 料
第6回
南山大学法学部・法科大学院-韓南大学校法科大学
学術交流会
南山大学法学部長岡田 泉
本学術交流会は，第 1回会合が 2003年3月に韓南大学校法科大学(大韓民国大田
康域市)において開催された。それ以後， 2004年には南山大学，翌年は韓南大学校
という順で交Eに訪問団を派遣し，継続的に交流を深めてきた。その記録はそのつ
ど本誌に収録されている。
今回(第6回)の学術交流会は， 2008年 10月29日(水)から 11月1日(土)まで
南山大学を会場として開催された。韓南大学校からの訪問団の構成は，鄭相糞教授
(韓南大学校法科大学長，行政法)，金稽植教授(知的財産権法)，孫元礎教授(民法)，
金元套助教授(商法)，以上4名に加えて，助教3名，学生 20名の総勢 27名で、あっ
た。今回も学術セミナーと文化交流という 2本立ての行事を柱として，交流がもた
れた。
学術セミナーの共通テーマとしては， ["日韓の契約法制 新たな動向j という
今目的題材が設定され，本学の都筑満雄准教授により「複合契約としてのクレジッ
ト契約J，韓南大学校の孫元藤教授により「韓国における民法(財産編)改正論議
の現況 契約法を中心に一一Jというタイトノレで、各々報告がなされ，活発な議論
が交わされた。報告の内容については，本号掲載の論稿を参照されたい。
文化交流については，今回，主として京都・奈良方面の寺院観光を共にし，親睦
を深めたことを報告しておく。現在，両校の聞では， 2006年度に締結された交換
留学協定にもとづき，法学部生νベノレでの交換留学制度が実施されており，本年度
までに双方より 2名ずつ，合計4名がそれぞれ1年間学んだ。本学術交流会により
始まった両校聞の交流が，今後も着実に進展してゆくことを願って報告をとじる。
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